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試料は， β-W構造を持つ二元合金の中で典型的な Vふの単結晶(炉7 .9mm, 11=4. 9mm) である。超
音波の実験で通常行なわれるパルス・エコー法を用い， lOOMHz近傍の縦波及び横波の吸収係数 α を，
250K~4.50Kの温度領域 o ~40kGの磁場領域で測定した。インダクタンス法による磁化測定と合
わせて，下記のような結果が得られている。
Tc>Tにおける一定温度のもとでの磁場一吸収係数特性 (α(H) )は通常の第 2 種超伝導体におけ
るふるまいと比べ大変複雑である。
Tc よりわずか抵温側での α(H) には 4 つの臨界磁場 (Ht，H2' H3' H4) が現われ，相変態後 Cubic 相が
Te甘agonal相の中に混在し続けると判断された。解析の結果実験で得られた臨界磁場と， Cu由1品bi
Te甘ag'伊onal相の第 2 臨界磁場 Hα(にCu油bicωc) ， Hcα2 (Tetragonal) との対応応、が付き，それらはムT(三 Tc-T)
のー乗に比例したO 又， Tc は Tetragonal相のものが Cubic相のものより，わずかに(-O .lK) 低い事が
認められた。さらに HC2 (Cubic) と HC2 (Tetragonal)の値の違いより， VF(Cubic) /VF(Te廿agonal)=O.84 
を得た。磁化測定から得た HC1 の値を用い ， GLAG理論を適用すると， Ginzburg-Landau parameter K 
=4.6，相関距離 t;=60jTc/ (Tc-T) Å，磁場侵入距離 À=270JTc/ (Tc-T)λ，ブエルミ面の状態密度




Tに関して%乗に比例するようであったO これは，これまで得られている BCS 理論からの結果(ム可 α
cx::(ム T) lA) 及び gap- less 理論からの結果(ムαα ム T) と異なる。 d-band の電子の異方性と，バンド
の端とフェルミレベルが近いこととを考慮して α(T) の解析計算及び Computer 計算を行なったが，
実験結果は説明されなかった。
50 K 以下の低温では， α(H) は有限な弱い磁場において極小を示した。一般の第 2 種超伝導体では，




石橋j列君の論文は高温超伝導体である V3 Si の超音波減衰の実験的研究に関するものである。V3Si
は β-w構造をもち超伝導転移温度 Tc よりも少し高い温度で棺変態を生じる。これは一元次的な金属
原子の鎖の d 電子に関する Jahn-Teller 効果に依って生じると考えられている。石橋君はこの転移点
及び超伝導転移点附近の超音波減衰の温度並びに磁場変化についてくわしく調べ，特に超伝導転移温
度以下で，これまで純枠な第二種超伝導体において見出されていなかった。超音波減衰の 4 つの臨界
磁場を見出した。これは結晶変態を生じた後に於いても高温側の Cubic 相が低温側の徒住agonal 相の
中に残留し，その各々の相に於ける第二種超伝導体的ふるまいが，これら 4つの臨界磁場をもたらした
ものと考え， Cubic相及び Te廿agonal 相の第 2 臨界磁場 Hα(Cubic) と Hα(te廿agonal)を実測した。又
その各々がムT(三 Tc-T) のー乗に比例することを観測した。
更に Tc は舵廿agonal 相の方が Cubic 相より僅かに (~O.l K) 低い事が認められた。超音波減衰の温
度変化についての実験から， te廿agonal 相のムæ(常伝導状態と超伝導状態での減衰の差)の温度変化
はムT の%乗に比例することが観測されたが，これは BCS 理論(ムαcx::(ム T) 1/2) 及び gapless理論
(ムαcx::ム T) とも異るものであり，一次元の金属原子の鎖の d 電子が関係する超伝導体の特性であろ
うと推論された。
以上石橋君の論文は，高温超伝導体の物性に超音波減衰の実験から新しい知見を加えたもので理学
博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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